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　大
間
々
地
域
芸
術
文
化
祭
は
、
19
日(

日)

に
は
、
な
が
め
余
興
場
で
芸

能
発
表
会
。
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）
に
は
、
多
世
代
交
流
館
で
美
術

展
、
25
日
（
土
）
は
節
目
で
あ
る
第
50
回
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
来
場
、
記
念
式
典

　多
世
代
交
流
館
で
の
開
催

は
初
め
て
と
な
る
美
術
展
。

　大
間
々
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
か
ら
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
作
品

は
ど
れ
も
可
愛
く
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
園
が
テ
ー
マ
を
も
っ

て
集
合
作
品
を
仕
上
げ
て
お

り
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　水
彩
画
、
絵
手
紙
、
書
道
、

　

和太鼓の響きが体育館にこだまし、全身で感じられました

多世代交流館と
大間々公民館の
インスタグラム
みてね！

　な
が
め
余
興
場
で
の
芸
能
発
表

会
に
は
、
大
間
々
南
幼
稚
園
と
赤

城
保
育
園
が
出
演
し
、
太
鼓
演
奏

を
披
露
。
そ
の
ほ
か
舞
踊
や
楽
器

演
奏
、
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
た
く

さ
ん
の
出
し
物
が
、
観
客
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　多
世
代
交
流
館
体
育
館
で
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
多
く
の
来

場
者
が
集
ま
る
中
、
沢
入
サ
ー

カ
ス
学
校
に
よ
る
妙
技
の
披
露
、

ウ
ク
レ
レ
奏
者
に
よ
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
演
奏
、
桐
生
清

桜
高
校
和
太
鼓
部
に
よ
る
迫
力

あ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

式典の挨拶をする
大間々地域文化協会　
小橋　寿々子　会長

芸
能
部
門
「
芸
能
発
表
会
」

　発
表
修
了
後
は
抽
選
会
。
み
ど
モ

ス
が
登
場
し
、
会
場
で
は
抽
選
券
の

読
み
上
げ
に
来
場
者
か
ら
の
一
喜
一

憂
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　抽
選
会
の
終
了
後
、
み
ど
モ
ス
は

写
真
撮
影
に
応
じ
、
場
を
和
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

元気をもらえる
大間々南幼稚園園児の演奏

抽選会ではみどモスも登場

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、
か
ご

編
み
の
ほ
か
土
偶
な
ど
も
あ

り
、
来
場
者
は
多
彩
な
作
品

を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
多
く
の
方
が
書

道
・
絵
手
紙
・
か
ご
編
み
・

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

園児たちの作品にほっこり

体育館が
　　利用制限されます

　多世代交流館のLED照明切替
工事のため、期間中、体育館の
利用ができませんのでご注意く
ださい。

12月1日(月)～6日(土)
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とじ
あな

とじ
あな

仲
間
と
過
ご
し
た
体
験
時
間

　全
5
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
高

齢
者
学
級
は
、
回
数
を
重
ね
る
こ

と
で
参
加
者
同
士
の
親
交
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
新
た
な
経
験
、
笑

顔
で
、
楽
し
く
参
加
を
目
指
し
た

全
課
程
が
修
了
し
ま
し
た
。

　第
4
回
目
は
、
10
月
15
日(

水)

に
行
わ
れ
、
プ
ロ
歌
手
の
水
谷
利

一
先
生
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
教
室
。

　声
の
出
し
方
か
ら
練
習
し
、
気

持
ち
よ
く
元
気
な
歌
声
が
響
き
ま

し
た
。

　第
5
回
は
、
10
月
30
日
（
木
）

の
笑
い
ヨ
ガ
教
室
で
す
。

　イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
栗
田
久
美

運
動
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
！

先
生
に
、
笑
っ
て
体
内
の
息
を
入
れ
替
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　高
齢
者
学
級
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
教
室
に
な
り
ま
し

た
。

高
齢
者
学
級
（
全
5
回
）
が
修
了

み
ど
り
市
家
族
の
日
大
会

笑いヨガ教室
みんなで笑います

　11
月
8
日
（
土
）
第
2
回
市
民

講
座
「
元
気
で
長
生
き
」
が
開
催
さ

れ
、
群
馬
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
士
園
城
朋
子
先
生
に
よ
り
、

体
育
館
に
元
気
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

動くことは元気の薬

子
育
て
の
悩
み
や

　
　
楽
し
さ
を
共
有

　未
就
園
の
幼
児
を
育
児
中
の
方
を

対
象
と
し
た
初
め
て
の
子
育
て
応
援

教
室
（
全
7
回
）
。
今
回
は
第
４
回

目
か
ら
6
回
目
ま
で
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　10
月
29
日
（
水
）
マ
マ
ン
タ
ッ
チ

主
宰
大
矢
宏
美
先
生
に
よ
る
思
い
出

制
作
で
は
、
シ
ュ
ー
ズ
ク
リ
ッ
プ
を

つ
く
り
ま
し
た
。

お
出
か
け
中
に

靴
を
脱
い
だ
時
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

に
つ
け
て
お
く
こ

と
が
で
き
る
便
利

グ
ッ
ズ
で
す
。

シューズクリップ

　11
月
4
日
（
火
）
産
後
ケ
ア
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
。
出
産
後

の
疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　11
月
9
日
（
日
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
・

と
・
ろ
の
家
の
柏
瀬
久
美
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
ま
っ
た
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。

　子
ど
も
の
病
気
や
推
薦
絵
本
な
ど
の
子
育
て
で

気
に
な
る
悩
み
な
ど
を
話
題
に
、
意
見
交
換
が
進

み
ま
し
た
。笑

顔
と
感
動
の
表
彰
式

第
2
回
市
民
講
座

「
元
気
に
長
生
き
」

皆勤賞の賞状を持ってパチリ

ラ
ン
ス
力
、
柔
軟
性
、
持
久
力
、

俊
敏
性
を
身
に
つ
け
る
運
動
を
、

立
っ
て
座
っ
て
歩
い
て
体
験
し
ま

し
た
。

　軽
運
動
と
は
い
え
、
参
加
者
は

息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
体
を
し
っ

か
り
と
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　日
頃
か
ら
の
運
動
週
間
の
た
め

に
、
歯
磨
き
時
に
か
か
と
を
上
げ

る
な
ど
の
「
な
が
ら
運
動
」
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　体
を
動
か
す
と
体
と
心
に
効
果

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
後
、
参

加
者
と
一
緒
に
実
践
。
筋
力
、
バ

　色
と
り
ど
り
パ
ー
ツ
か
ら
好
き
な
物
を
選
ん
で

組
み
合
わ
せ
て
製
作
。
み
ん
な
か
わ
い
ら
し
い
で

き
あ
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

　11
月
9
日
（
日
）
、
多
世
代
交
流
館
に
お
い
て
、

み
ど
り
市
女
性
会
主
催
「
み
ど
り
市
家
族
の
日
大

会
」
作
文
優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　み
ど
り
市
内
の
全
小
中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
た

６
８
４
点
か
ら
最
優
秀
賞
各
学
年
１
点
、
優
秀
賞

各
学
年
２
点
が
選
定
さ
れ
、
全
27
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　表
彰
式
で
は
、
賞
状
授
与
の
他
、
子
供
か
ら
ご

家
族
に
花
束
の
贈
呈
、
最
優
秀
作
品
の
朗
読
、
ご

家
族
代
表
か
ら
の
謝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　お
子
さ
ん
か
ら
花
束
を
渡

さ
れ
た
時
の
親
御
さ
ん
の

は
に
か
ん
だ
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。

　作
品
の
朗
読
で
は
、
家
族

へ
の
気
持
ち
が
素
直
に
、
と

き
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
伝
え
ら
れ
、
会
場
は
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。


